
　　　（表紙）

感染症研究国際展開戦略プログラム
研究開発提案書

	研究開発課題名
	

	代表機関名
	

	研究開発代表者
	


（様式１）

課題の概要（１ページ）
	研究開発課題名
	

	代表機関
	
	研究開発代表者
	

	研究形態
	□【Ａ】海外研究拠点を活用する共同研究：対象海外研究拠点（　　　　　　　　　　）
□ 【Ｂ】病原体ｹﾞﾉﾑﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを活用する共同研究：対象研究ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（　　　　　　　　　　　）

	研究対象の

感染症
	

	研究の目的
	

	研究の
達成目標
	

	研究の要旨
	

	必要経費

（単位：千円）
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度

	
	
	
	

	平成27年度の研究概要（目標と研究方法等）
	


※別途、課題の概要を、写真や図表入りのポンチ絵（A4で1枚）にまとめた「課題の概要図」を
添付してください。

（様式２）
研究開発提案書
１．課題名及び申請者情報

	研究開発課題名
	

	代表

機関
	機関名
	　

	
	代表者
	役職名
	
	氏名
	

	
	所在地
	　　　　　　　　　　　　　　　

	研究開発代表者
	ふ り が な
氏　　名
	  　　
　　　　　　　　　　　　　                    　 
	役職名
	

	
	所属部署名
	

	
	連絡先
	（Tel/Fax）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E-mail）

	事務

連絡先
	ふりがな

氏　名
	
	所属
	

	
	連絡先
	（Tel/Fax）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E-mail）


２．研究組織
	（※１）
	研究者氏名
	所属機関
	研究内容
	研究期間
	ｴﾌｫｰﾄ(%)

	
	
	部局
	
	
	

	
	
	職名
	
	
	

	（代表機関）

研究開発代表者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	（代表機関）

研究実施

担当者①
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	（代表機関）

研究実施

担当者②
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	（分担機関①）

研究開発分担者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	（分担機関①）研究開発分担者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	（分担機関②）研究開発分担者
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


※１　欄は研究組織に応じて適宜修正してください。また、不足する場合は行を増やしてください。

３．研究内容等について

（１）研究の必要性、目的及び達成目標
	　研究の必要性、目的及び達成目標について、具体的かつ明確に記載してください。研究の必要性については、海外拠点またはﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを活用して研究を実施する理由や研究対象とする感染症の流行状況など研究の背景を記載してください。研究の目的については、この研究の最終目標を記載してください。研究の達成目標については、研究期間内に何をどこまで明らかにするかを記載してください。

	＜研究の必要性＞

＜研究の目的＞
＜研究の達成目標＞

　



（２）共同研究実施体制
	代表機関、分担機関及び国内外研究拠点の組織、体制、連携、協力体制等について体制図を記載してください。各機関や拠点の役割がわかるように記載してください。また、研究課題の運営・推進及び進捗管理等の体制や方法について記載してください。

	


（３）研究開発実施予定表　
研究課題名：
	
	研究開発項目
	担当者氏名
	H27年度
	H28年度
	H29年度

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	直接経費（単位：千円）
	
	
	

	間接経費（単位：千円）
	
	
	

	合　　計（単位：千円）
	
	
	


（注）

・研究項目ごとに記載してください。また、実施機関が分かるように記載してください。

・間接経費は、直接経費の30％以内としてください。

・「合計」は、分担機関がある場合にはその経費を含みます。
（４）年度別達成目標と研究方法（平成27～29年度）

	　年度ごとの研究の達成目標と研究方法を、（３）で区分した研究開発項目ごとに１項目１ページ以内で記載してください。達成目標については、国立感染症研究所への疫学情報の共有、新たな診断・治療薬シーズの開発等の可能性を中心に、具体的かつ明確に記載してください。なお、欄は研究項目の数に応じて適宜増やしてください。

	①○○○○研究

【平成27年度】

＜年度の達成目標＞
＜研究方法＞
【平成28年度】

＜年度の達成目標＞

＜研究方法＞
【平成29年度】

＜年度の達成目標＞

＜研究方法＞


	②○○○○研究

【平成27年度】

＜年度の達成目標＞

＜研究方法＞

【平成28年度】

＜年度の達成目標＞

＜研究方法＞
【平成29年度】

＜年度の達成目標＞

＜研究方法＞




（５）創薬支援戦略部との連携及び知的財産創出について
	　創薬支援戦略部との連携を予定している研究内容、時期、及びそれらの特許取得状況、あるいは取得のための今後の展開について、５００字以内で記載してください。

	


（６）人材育成について
	　本プログラムにおける高度専門人材の育成について、国立感染症研究所が主催する研修等を活用する機会を設定してください。また、選択した海外研究拠点にて、あるいは研究連携機関と提供することが可能な研究・研修内容、キャパシティ等について、５００字以内で記載してください。

	


４．生命倫理・安全管理

	　公募要領「Ⅴ．２．（ｃ）研究計画策定に当たっての研究倫理に関する留意点について」等を踏まえ、研究計画の各ガイドライン等への対応の考え方、研究機関・組織内の倫理審査体制、安全体制について記述してください。

	


５．経費見込額内訳
（１）所要経費（全体）　※本提案全体に必要な経費（概算）を記入してください。
（単位：千円）

	大項目
	中項目
	27年度
	28年度
	29年度
	計

	直接経費
	1.物品費
	設備備品費
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	

	
	2.旅　費
	旅　費
	
	
	
	

	
	3.人件費・謝金
	人件費
	
	
	
	

	
	
	謝　金
	
	
	
	

	
	4.その他
	外注費
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	

	間接経費（上記経費の30%以内）
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


注（１）　大項目「1.物品費」は、研究用設備・備品・試作品、ソフトウェア（既製品）、書籍購入費、研究用試薬・材料・消耗品の購入費用です。

（２）　大項目「2.旅費」は、研究開発参加者に係る旅費、招聘者に係る旅費です。

（３）　大項目「3.人件費・謝金」は、当該委託研究開発のために雇用する研究員等の人件費、人材派遣、講演依頼謝金等の経費です。
（４）　大項目「4.その他」は、「1.物品費」～「3.人件費・謝金」の他、当該委託研究開発を遂行するための経費です。
　　　　例）研究成果発表費用（論文投稿料、論文別刷費用、HP作成費用等）、会議費、運搬費、機器リース費用、機器修理費用、印刷費、ソフトウェア外注制作費、検査業務費、不課税取引等に係る消費税相当額等

（５）　「間接経費」は、委託業務を実施するうえで必要な経費であるが直接経費（物品費、旅費、人件費・謝金及びその他）以外の経費（直接経費の30％以内）です。

（２）所要経費（機関別）　

　各機関別（代表機関・分担機関別）に必要な経費（概算）を記入してください。

（単位：千円）

	大項目
	中項目
	27年度
	28年度
	29年度
	計

	直接経費
	1.物品費
	設備備品費
	
	
	
	

	
	
	消耗品費
	
	
	
	

	
	2.旅　費
	旅　費
	
	
	
	

	
	3.人件費・謝金
	人件費
	
	
	
	

	
	
	謝　金
	
	
	
	

	
	4.その他
	外注費
	
	
	
	

	
	
	その他
	
	
	
	

	間接経費（上記経費の30%以内）
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


※記載に当たっては、前ページの注を参照してください。

（様式３）
研究開発代表者及び研究開発分担者の研究歴等

	フリガナ

研究者名

（所属機関名・所属部署・

職位）
	生年月日

（西暦）
	最終学歴
（学位）
	専門分野
	研究歴

（受賞歴・表彰歴を含む）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※欄が不足する場合は行を増やしてください。
※各研究者の研究業績については（様式３）に記載してください。

（様式４）

研究者調書

	所属機関・部署・役職・機関コード番号
	
	フリガナ
研究者氏名
	

	本事業のエフォート率
	
	％
	e-Radの研究者番号

科研費研究者番号（8桁）
	
	生年月日

（西暦）
	

	研究業績（最近５年間に発表した主な論文のリスト、そのうち本申請に関連したもの5件以内に○印を付してください。）
発表論文名・著者名等（論文、著書名、著者名、学協会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年(西暦)について記載してください。)　 

	

	主な知的財産（本申請に関連したものを5件以内。本申請との関連性についても記載してください。）

	例示：特許等　

※無い場合は「なし」と記載してください。



	本事業における他の課題の応募状況

	課題の区分

※様式1の領域名を記載
	課題名
	申請区分

（代表機関／分担機関）

	
	
	

	
	
	


※研究者ごとに作成してください（各研究者あたり1ページ以内にまとめてください）。
（様式５）

他制度等による助成

研究開発代表者及び研究開発分担者のうち、他制度（公的資金）による助成を受けているもの及び申請中のものがある場合には、以下のとおり必要事項を記載してください。該当がない場合には、「助成制度」の欄に「なし」と記入してください。

1.実施中の研究テーマ

	1
	助成制度
	

	
	研究者氏名
	
	当該研究者の役割
	

	
	研究テーマ
	

	
	研究期間
	平成　　年　　月　～　平成　年　月
	26年度エフォート
	
	％

	
	助成金合計

（見込み）
	（本人／課題全体）　26年度　　　千円／　　　千円　　期間全体　　　千円／　　　千円

	
	本申請との違い
	

	2
	助成制度
	

	
	研究者氏名
	
	当該研究者の役割
	

	
	研究テーマ
	

	
	研究期間
	平成　　年　　月　～　平成　年　月
	26年度エフォート
	
	％

	
	助成金合計

（見込み）
	（本人／課題全体）　26年度　　　千円／　　　千円　　期間全体　　　千円／　　　千円

	
	本申請との違い
	


2. 申請中の研究テーマ

	1
	助成制度
	

	
	研究者氏名
	
	当該研究者の役割
	

	
	研究テーマ
	

	
	研究期間
	平成　　年　　月　～　平成　年　月
	26年度エフォート
	
	％

	
	助成金合計

（見込み）
	（本人／課題全体）　26年度　　　千円／　　　千円　　期間全体　　　千円／　　　千円

	
	本申請との違い
	

	2
	助成制度
	

	
	研究者氏名
	
	当該研究者の役割
	

	
	研究テーマ
	

	
	研究期間
	平成　　年　　月　～　平成　年　月
	26年度エフォート
	
	％

	
	助成金合計

（見込み）
	（本人／課題全体）　26年度　　　千円／　　　千円　　期間全体　　　千円／　　　千円

	
	本申請との違い
	


※上記記入内容について、事実と異なる記載をした場合は、研究課題の不採択、採択取り消し又は減額配分とすることがあります。

※本申請と他制度の違いを詳しく記載してください。
（様式６）
※分担機関がある場合のみ提出してください（分担機関ごとに作成）。
平成　　年　　月　　日　　
承　　　　諾　　　　書
（研究開発代表者の所属機関・職名）

（研究開発代表者の氏名）　殿
（研究開発分担者の所属機関・職名）

（所属長の氏名）　公印
  「感染症研究国際展開戦略プログラム」の研究課題の募集に対し、当機関（研究所）の職員が、
下記により応募することを承諾いたします。
記
１．研究開発課題名    　代表機関の課題名

　　　　　　　　　　　（分担機関の課題名）

２．研究者氏名    　氏名のみ記載
· 所属機関長の氏名・職印は、学部長、附属研究者等の部局の長が承諾書に関する権限を委任されている場合は、
こられの部局長の氏名・職印で差し支えありません。

· 同一の課題について、同一の機関から複数の研究開発分担者が参加しようとする場合は、「２．研究者氏名」に
連記して差し支えありません。
（様式７）


    
誓　　　約　　　書

私及び当社は、下記１及び２のいずれにも該当しません。また、将来においても該当することはありません。

　この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に反したことにより、当方が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。

　また、当方の個人情報を警察に提供することについて同意します。

記

１．契約の相手方として不適切な者

（１）法人等（個人、法人又は団体をいう。）の役員等（個人である場合はその者、法人である場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるとき

（２）役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき

（３）役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しているとき

（４）役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどしているとき

（５）役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有しているとき

２．契約の相手方として不適当な行為をする者

（１）暴力的な要求行為をする者

（２）法的な責任を超えた不当な要求行為を行う者

（３）取引に関して脅迫的な言動をし、又は暴力を用いる行為を行う者

（４）偽計又は威力を用いて契約担当官等の業務を妨害する行為を行う者

（５）その他前各号に準ずる行為を行う者

平成27年度　感染症研究国際展開戦略プログラム
　　　　年　　月　　日

住所（又は所在地）

社名及び代表者名

署名（自署）

※個人の場合は生年月日を記載すること。

※法人の場合は役員の氏名及び生年月日が明らかとなる資料を添付すること。

（別紙）

提出書類チェックシート

提出書類について、欠落がないかチェックの上、本状も提出願います。なお、本チェックシートは、応募1件につき1枚提出してください。

研究課題名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	チェック欄
	チェック項目
	備考

	□
	様式１
	課題の概要
	１ページ

	□
	様式１

別添資料
	課題の概要図（ポンチ絵）
	１ページ

	□
	様式２
	研究開発提案書
	－



	□
	様式３
	研究開発代表者及び研究開発分担者の研究歴等
	－



	□
	様式４
	研究者調書
	研究者ごとに作成



	□
	様式５
	他制度等による助成
	－



	□
	様式６
	承諾書
	－



	□
	様式７
	誓約書


	機関ごとに作成




応募書類の提出先等については、公募要領「Ⅳ．提案書類の作成・提出方法」を御確認ください。
6

